
充実した２学期にしよう！
本日は登校日で、久しぶりに学校にも子どもたちの笑顔や歓声が戻ってきました。子どもたちには、残り

の１０日間で、起床・就寝時刻や日中の過ごし方等に留意して生活リズムを整え、９月２日(月)には、元気に
登校してきてほしいと思います。

２学期には、自然学校や修学旅行、音楽学習発表会、地区訪問継走といった行事や、学年ごとの校外学習
や体験学習、フィールドワークが計画されています。また、児童生徒美術展に向けて書写や絵画の作品を仕
上げたり、４年生以上が出場できる陸上大会に向けて練習したりする機会もあります。毎年言っております
が、作品が選ばれるよう熱心に取り組んだり、出場すると決め練習をがんばったりして、自分の力を試して
ほしいと思います。子どもたちには是非、充実した２学期にしてほしいと思っておりますので、地域やご家
庭でも励ましの声をかけてやっていただきたく、お願いいたします。

《６月１４日（金） ５年「食肉出前講座」》
食肉センターから講師をお招きし、お話や映像をと

おして、食肉産業の徹底した衛生管理の様子とそれを
可能にする優れた技術について教
えていただきました。命をいただ
いていることへの感謝やこれらの
産業に従事している人たちの思い
等についても、よく考え、学習を
深めていってほしいと思います。

《６月２１日（金） ４年｢アイマスク体験｣》
ボランティアグループ「潮騒」のみなさまを講師に、

アイマスクをして指定の文具等を出したり、目の不自
由な方と介助者の立場を交代して歩いたりしました。
これまでの学習で、様々な立場

の方の疑似体験をしました。感じ
たことや気付いたこと等を、ぜひ
今後に活かしてほしいと思います。

《６月２１日（金） ６年｢菖蒲谷村学習｣》
本年度の６年生も、総合的な学習の時間に「菖蒲谷

村」をテーマに学習することにしました。そこで「菖
蒲谷村遺構を保存する会」のみなさまに来校いただき、
事前学習をしました。この後、
何について探究するか個々に考
え、グループを作り計画を立て、
さらに学びを深めていきます。

《６月２６日（水） ４年｢認知症キッズサポーター養成講座｣》
認知症サポーター・キャラバンメイトのみなさまを

講師に、講話や寸劇をとおして認知症について学びま
した。講座後、キッズサポーターの証としてオレンジ
リングをいただきました。認知症
の方を温かく見守り、サポートで
きる人になれるよう、これからも
学習を続けていきたいと思います。

～揖西西小学校の教育方針等をお伝えします～

★教職員研修｢防犯研修｣について
本校では、毎年この時期に防

犯研修を実施しています。今年
度も、７月１９日(金)の午後、「不
審者対応訓練」を行いました。
昨年度は不審者が校舎内に侵入
する前に押しとどめるよう訓練
しましたが、今年度は校舎内に
侵入してしまった場合を想定して、より緊急性の高
い状況で訓練しました。実際に不審者侵入があった
場合、第一対応者が誰になるか、何人の教職員が応
援に駆けつけられるか、全く分かりません。不審者
役の警察官の迫力ある演技もあって、実践的な訓練
をすることができました。改めて危機意識を高める
ことができ、たいへんよい研修となりました。

★教育実習について
９月２日(月)から、およそ１ヶ月の間、教育実習

生２名を受け入れます。実習生は両名とも本校卒業
生で、教員免許の取得をめざしています。児童にと
っても実習生にとっても、よい１ヶ月間となるよう
努めたいと考えています。

★自然学校について
５年生の自然学校は、９月５日(木)から９日(月)

までの４泊５日で、ハチ高原において実施します。
但馬の豊かな自然の中で、様々な体験をとおして、
自分で考え行動して課題を解決したり、生命尊重の
精神や仲間と共に生きる心を育んだりします。

★修学旅行について
６年生の修学旅行は、９月２６日(木)･２７日(金)

の２日間で、奈良･京都方面へ行きます。古都の歴
史･文化に親しんだり、集団生活の在り方や公衆道
徳などについて体験したりする中で、かけがえのな
い思い出をつくってやりたいと考えています。
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ただいたり、情報を伝え（聞き取り）やすくするには、
「授業中は静かにする」「話すときは一人だけにする」
「話すときは口が見えるように前から話す」「話の最
初にヒントを言う」ことが大切だ
と教えていただいたりしました。
これからも、自己理解・他者理解
の大切さを実感できる学習を継続
していきたいと思います。

《７月１６日（火） ５年｢革細工体験｣》
NPO法人TATSUNO LEATHER のみな

さまのご指導の下、革の匂いや感
触を味わいながら、自分だけのオ
リジナルペンケースを作りました。

《表彰》 ～みなさん、おめでとう[敬称略、( )内数字は学年]～
★人権文化をすすめる市民運動人権作品展
［ポスター］市長賞：根本あづさ⑹

入選：垣谷優月⑶、青木結愛⑵
［作文］入選：福井亮太⑹、木原滉晴⑷、角田佳美⑵
［標語］入選：蓑畑銀志朗⑹、田渕葉凡⑶、英保瑛太⑴
※高校・一般の部[標語]市長賞：郷原希世紀(PTA)

★揖龍歯科医師会歯牙優良児表彰
優良：郷原紗莉夏⑹、藤内琉斗⑹

★ウェストジュニアリーグ［ラグビー］
６年生の部優勝：姫路ラグビースクール
［本校所属児童…オキャラハンクインラン直美⑹］

《7月４日（木） 学び舎学級｢七夕会（素麺流し）｣》
今年も、学び舎学級と子ども講座「国際交流」合同

で七夕会を開催しました。英語による「織姫と彦星の
お話」を聞いたり、願い事を書いた短冊や飾りを笹に
つけたり、野菜で動物（お盆の時期にお供えする精霊
馬）を作ったりして部屋を飾り付けた後、素麺流しを
しました。構教育集会所に関わる
大勢の地域や保護者のみなさま、
市職員のご協力の下、日本の伝統
文化に触れるとともに、おいしい
素麺とさらにスイカまでいただき、
大満足の七夕会になりました。

《７月８日（月） スポーツクラブ ｢グラウンドゴルフ交流｣》
室外スポーツクラブでは、老人クラブ連合会や自治

会のみなさまとグラウンドゴルフで交流させていただ
きました。はじめてグラウンドゴルフをする子どもも
いて、みなさまの上手なスティックさばきに感心し、
見よう見まねで一生懸命プレーし
ていました。うまくいったときに
は歓声が上がるなど盛り上がり、
素晴らしい交流ができました。

《７月９日（火） ３・４年 ｢『きこえ』と『ことば』の学習｣》
姫路聴覚特別支援学校から講師をお招きし、日常生

活の中で補聴器を使用している人について、どのよう
な聞こえ方をしているのか機器を使って体験させてい
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※学校外における活動の表彰については、学校に情報提供があったものを紹介させていただいております。
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